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開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

12月19日（金）
狩猟免許試験
（第一種銃猟、第二種
銃猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：11/21～12/5
※事前に申請書類等の提出が必要です。
　詳しくは右記にお問い合わせください。

恵那総合庁舎　大会議室

各地域を所管する県事務所等、
または環境生活政策課
TEL:058-272-8231

令和8年
1月17日（土）

岐阜県みどりの
少年団活動発表大会

●みどりの少年団が日頃の活動について発表
します。またモリノスでの交流行事も計画し
ています。

●時間：10:00～15:00（予定）
●参加の申し込みを受け付けています。

美濃市曽代　
岐阜県立森林文化アカデミー
森の情報センター、モリノス

公益社団法人
岐阜県緑化推進委員会
TEL:058-273-7577 
FAX:058-273-7547

森林・林業関係イベントカレンダー（12～１月）
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が清見中学校緑化少年団

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　田中 敏隆】

　１０月４日、宮城県白石市の白石市文化体育活動センターにおいて、秋篠宮皇嗣同妃両殿下をお迎えし
て「全国緑の少年団活動発表大会」が開催され、「みどりの奨励賞」に選考された高山市立清見中学校
緑化少年団の中村 こなつ（なかむら こなつ）さん、丸山 咲季（まるやま さき）さんが活動内容を発表
しました。
　また , 翌５日に開催された「第４８回全国育樹祭式典行事」の全国育樹祭大会会長表彰は、阿部 水環（あ
べ みわ）さん、塩谷 ひより（しおたに ひより）さんが、さらに「緑の贈呈」として、宮城県のみどりの
少年団が育てたケヤキなどの苗木を新井 楓也（あらい ふうや）さん、甲　琉夏（かぶと　るな）さんが
それぞれ代表して受領しました。

◆清見中学校緑化少年団のご紹介と発表状況
　令和４年度に結成された新しい団体ながら、林業や木材産業に関わる分野を中心に、極めて高度かつ
総合的な活動を精力的に展開しています。
　今回の発表では、森林の管理方法や間伐の重要性について学んだ森林学習、間伐作業体験、さらに伐
採木の市場での取引から加工・商品化される過程を見学し、清見の木の価値や素晴らしさなどを学習した
様子などが紹介されました。また、発表の締めくくりには、『森林の恵みに対する感謝の念を込めつつ、清
見の森林を守り、未来へと活かしていく担い手として、自らができることから着実に行動していく』と力強
く決意が述べられ、会場の多くの方が感銘を受けていました。

清見中学校緑化少年団
左から　中村さん、丸山さん、新井さん、
甲さん、塩谷さん、阿部さん、三島教頭

全国育樹祭大会会長賞表彰

全国緑の少年団活動発表大会にて活動発表を行いました

全国みどりの少年団活動発表大会
第４８回全国育樹祭

緑の贈呈（ケヤキの苗木）

発表の様子 みどりの奨励賞表彰
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「
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！

大
会
の
様
子
と
今
後
の
展
望

　

参
加
者
た
ち
は
、
最
初
こ
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緊
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し
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面

持
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し
た
が
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時
間
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つ
に
つ
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メ
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や
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フ
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言
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れ
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次
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に
表
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で
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ま
し
た
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特
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最
後
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太
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争
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、
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率
の
先
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方
や
競
技
ス

タ
ッ
フ
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加
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り
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会
場
全
体
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と
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っ

て
盛
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上
が
る
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
締
め
く
く

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
開
催
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
い
た
企
業
の
協
賛
も
あ
り
、
大
会
と
し
て

の
認
知
度
も
少
し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も「
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林
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子
園
」を
継
続
し
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よ
り
多
く
の
若
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た
ち
に
林
業
の
魅
力
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届

け
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご
協

力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
森
林
経
営
課　

担
い
手
企
画
係
】

参
加
し
、
競
技
開
始
の
合
図
や
丸
太
切
り
競

争
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
彼
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と
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ル
ギ
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が
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会
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に
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の
熱
気

と
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を
も
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し
ま
し
た
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競
技
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

林
業
競
技
種
目

【
①
選
木
競
技
】

　

10
ｍ
×
10
ｍ
の
プ
ロ
ッ
ト
内
で
、
自
分
の

家
の
柱
材
と
し
て
育
て
る
木
と
間
伐
す
る
木

を
選
定
す
る
。

【
②
伐
採
木
判
定
競
技
】

　

伐
採
す
る
木
の「
樹
高
」、「
樹
齢
」、「
市
場
価

格
」を
予
測
す
る
。

【
③
樹
種
判
別
競
技
】

　

板
材
の
色
や
木
目
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葉
の
形
、
利
用
用
途
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か
ら
15
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の
樹
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を
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す
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。

【
④
木
材
重
量
予
想
競
技
】

　

９
月
13
日
、
残
暑
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る

初
秋
の
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県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）に

未
来
の
林
業
を
担
う
若
者
た
ち
が
集
結
し
、
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ぎ
ふ
林
業
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子
園
２
０
２
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」が
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大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
で
林
業
を
学
ぶ
高
校
２
年

生
た
ち
が
、
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
知
識
と

技
術
を
競
い
合
う
大
会
で
す
。
授
業
で
は
味

わ
え
な
い
リ
ア
ル
な
林
業
の
現
場
を
体
験
し
、

日
頃
は
余
り
交
流
の
な
い
他
校
の
仲
間
た
ち

と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
で
、
将
来
の
進
路
や

職
業
へ
の
新
た
な
扉
を
開
く
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
催
は
、
公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
森
林
公

社「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」。
共

催
は「
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
」。

　

今
年
で
第
３
回
目
を
迎
え
た
こ
の
大
会
に

は
、
岐
阜
農
林
高
校
、
加
茂
農
林
高
校
、
恵

那
農
業
高
校
、
飛
騨
高
山
高
校
の
４
校
か
ら
、

計
11
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
も
、
ぎ
ふ
森
ジ
ョ
ブ
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
と
し
て「
さ
ば
い
ど
る 

か
ほ
な
ん
」が

　

ヒ
ノ
キ
の
柱
材
を
持
ち
上
げ
、
感
覚
で
重

量
を
予
想
す
る
。

【
⑤
安
全
装
備
着
用
競
技
】

　

伐
採
作
業
に
必
要
な
安
全
装
備
品
を
正
し

く
選
び
、
時
間
内
に
着
用
す
る
。

【
⑥
道
具
判
別
競
技
】

　

林
業
で
使
わ
れ
る
道
具
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

で
伝
え
、
正
し
く
選
ぶ
。

【
⑦
丸
太
切
り
競
争
】

　

丸
太
を
の
こ
ぎ
り
で
制
限
時
間
内
に
よ
り

多
く
輪
切
り
に
す
る
。

※
各
競
技
に
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
付
き
、
解

説
を
交
え
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
昼
食
交
流
会
】

　

ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
か
ら
学
校
生
活
や
学
習

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
協
賛
企
業
か
ら

は
会
社
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
参
加

者
全
員
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

大
会
の
結
果

優　

勝　

加
茂
農
林
高
等
学
校

準
優
勝　

飛
騨
高
山
高
等
学
校

第
３
位　

恵
那
農
業
高
等
学
校

第
４
位　

岐
阜
農
林
高
等
学
校

選木競技の状況

樹種判別競技の状況

集合写真
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令和7年度林政部優良工事施工者表彰式を開催
～ 林政部長表彰 ～

■令和７年度林政部長表彰の受賞者

　県では、発注した公共工事において、他の施工者の模範となる優良な工事請負者を表彰することで、施
工者の意欲増進、建設産業の社会的評価の向上を図るため、各工事所管部局で、毎年優良工事施工者表彰
を実施しています。
　林政部では、令和６年度に完成した林政部発注工事１８３件の中から、令和７年度林政部長表彰５件及
び農林事務所長表彰８件を決定しました。このうち林政部長表彰について、令和７年１０月２０日（月）に岐
阜県庁舎２０階清流ロビーにおいて、表彰式を開催しました。
　受賞されました皆様方には、地域の守り手として、益々ご活躍されますことを期待しています。

※左から　㈱所組、所産業㈱、久松林政部長、㈱西村工建、
　　　　　㈱中島工務店、坂本土木㈱

受　賞　者

＜治山工事（本巣市）＞
公共復旧治山事業（ゼロ国）内ン谷工事

＜治山工事（揖斐郡揖斐川町）＞
災害関連緊急治山事業山平地区工事

＜治山工事（美濃市）＞
復旧治山事業石戸工事

林政部長表彰対象工事 写真番号

㈱所組 ①

②

③

④

⑤

所産業㈱

㈱西村工建

＜林道工事（中津川市）＞
山村強靭化林道整備事業森林基幹道
尾城山（５）－２線開設工事

㈱中島工務店

＜治山工事（高山市）＞
公共ゼロ国 復旧治山工事（湯ノ平２）坂本土木㈱

受賞工事のご紹介

●詳しい内容を知りたい方は
　TEL058-272-1111 内線（4314）
　林政課政策企画係まで

4

1
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県では、「ぎふ木育」を全県展開するため、１０箇所の農林事務所ごとに、地域で活動する木育関係者の交流会や、行
政と意見交換する連絡会議を開催しています。その開催状況や、地域でぎふ木育を進めるキーパーソンをシリーズで紹
介しています。今号は郡上地域です。

ぎふ木育全県展開

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8821 森林活用推進課 木育推進係まで

兼定 裕嗣さん（くむんだー郡上　代表）

8
～郡上地域～

どのような活動をしていらっしゃいますか？Q

郡上地域のキーパーソン

交流会・連絡会議を開催

　郡上市産のスギやヒノキで作った、木のジャングルジム「く
むんだー」を、市内の小学校や保育園へ持って行き、子ども
達と組み立てや解体をするワークショップを開催していま
す。郡上市以外の県内の地域や、海外にも出かけて各地の
学校やイベントでの活動も行っています。

活動するうえで大事にしていることは何ですか？Q
　「くむんだー」を組み立てたり、解体したりといったことに
は、遊びの要素がいっぱい詰まっています。子ども達にとっ
ては全身を使って思いっきり遊ぶことは、とても大切なこと
です。私たちは、そこにさらに学びの要素を加えています。
岐阜県や郡上市の山の状況や役割、環境保全の大切さ、そ
してこれは私の本業の分野ですが、日本の伝統建築や歴史
的背景にも触れてもらいます。子ども時代の経験を、大人に
なっても意外と覚えていることがありますが、「くむんだー」
で遊んだ楽しい思い出と共に、山や木、木造建築のことが
何か記憶に残るような活動を心掛けています。

「ぎふ木育」を郡上地域で推進するうえで必要なことは何だと思いますか？Q
　岐阜県内はもちろんのこと、郡上市内でも木育に携わる方をはじめとして、木工や製材、建築など、「木材」
に関わる方がたくさんいます。様々な分野の方と情報を交換し共有することがとても大切だと思います。これ
は横のつながりでしょう。そして、縦のつながりとしては、世代や年齢にとらわれない活動や交流を持続する
ことが大切だと思います。「木育」というとどうしても視線が幼児や子どもに向きがちです。もちろん幼少時
から木材に慣れ親しむのは大切なことですから、今までの活動をさらに推し進めることも重要です。そして、
学生や青年期、成年期、壮年期と、生涯にわたって木に触れ親しむ環境を作っていくことが、自然が豊かな岐
阜県・郡上地域ならではの「ぎふ木育」にとって必要なことだと思います。

　郡上地域の木育交流会では、木のジャングルジム「くむんだー」の体験会を行いました。参加者からは五感に
響く木育の大切さや、木に直接触れることが木育のきっかけとなるという意見がありました。

木と緑が調和する快適社屋

■施設の概要

事業主体 株式会社トキ工芸

事業年度 令和6年度

構造
延床面積

木造１階建
２５０㎡

施設用途 作業場兼事務所

助 成 額

木材使用量
使用樹種

34.04㎥
スギ・ヒノキ

有限会社山田一級建築設計事務所

30,000千円（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 67,500千円

設 計 者

ヤマゴ建設株式会社

令和6年8月29日～令和7年2月14日

施工業者

工　　期

株式会社トキ工芸
ＴＥＬ 0572－54－5722

木の香る
ぎふの施設

土岐市土岐津町土岐口320 木 造 化152

　看板製作会社の社屋。長年の看板製作を通じて「伝わ
るデザイン」を追求してきた私たちは、自らの拠点にもそ
の哲学を込めたいと考えました。そこで、機能性と美しさ
を兼ね備えた木造施設の建設を決意。囲柱ラーメン構造
を採用し、開放感と木の温もりを活かした空間を実現しま
した。
　自然素材のやさしさと、私たちが大切にしてきたデザイ
ンの力。この施設は、ものづくりの姿勢を体現し、訪れる人
に感性と心地よさを届ける“もうひとつの看板”です。

　室内から作業場に向けて伸びる連続した梁と、構造体
である囲柱ラーメン木構造。常に木を感じる空間です。

問い合わせ先

　空間が広いことで作業スペースにゆとりができ、一連
の流れをスムーズに行える環境になりました。常に木を感
じることのできる空間はリラックス効果があります。

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

施設全景　撮影：パーミルフォトオフィス

打合せ室
撮影：パーミルフォトオフィス

日没後のエントランス
撮影：パーミルフォトオフィス

施設利用者の様子 施設利用者の様子

デザインスペース　撮影：パーミルフォトオフィス

作業場内　撮影：パーミルフォトオフィス
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木と緑が調和する快適社屋

■施設の概要

事業主体 株式会社トキ工芸

事業年度 令和6年度

構造
延床面積

木造１階建
２５０㎡

施設用途 作業場兼事務所

助 成 額

木材使用量
使用樹種

34.04㎥
スギ・ヒノキ

有限会社山田一級建築設計事務所

30,000千円（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 67,500千円

設 計 者

ヤマゴ建設株式会社

令和6年8月29日～令和7年2月14日

施工業者

工　　期

株式会社トキ工芸
ＴＥＬ 0572－54－5722

木の香る
ぎふの施設

土岐市土岐津町土岐口320 木 造 化152

　看板製作会社の社屋。長年の看板製作を通じて「伝わ
るデザイン」を追求してきた私たちは、自らの拠点にもそ
の哲学を込めたいと考えました。そこで、機能性と美しさ
を兼ね備えた木造施設の建設を決意。囲柱ラーメン構造
を採用し、開放感と木の温もりを活かした空間を実現しま
した。
　自然素材のやさしさと、私たちが大切にしてきたデザイ
ンの力。この施設は、ものづくりの姿勢を体現し、訪れる人
に感性と心地よさを届ける“もうひとつの看板”です。

　室内から作業場に向けて伸びる連続した梁と、構造体
である囲柱ラーメン木構造。常に木を感じる空間です。

問い合わせ先

　空間が広いことで作業スペースにゆとりができ、一連
の流れをスムーズに行える環境になりました。常に木を感
じることのできる空間はリラックス効果があります。

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

施設全景　撮影：パーミルフォトオフィス

打合せ室
撮影：パーミルフォトオフィス

日没後のエントランス
撮影：パーミルフォトオフィス

施設利用者の様子 施設利用者の様子

デザインスペース　撮影：パーミルフォトオフィス

作業場内　撮影：パーミルフォトオフィス
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県による森林環境譲与税の活用について
（令和６年度）

事　業　内　容 決算額（千円）
（内、譲与税充当額）

●市町村の体制等の支援
・地域森林管理支援センターの運営による市町村林務行
政の支援
・市町村林務行政の支援や民有林経営への助言等を行う
人材である岐阜県地域森林監理士の養成や活用支援
・県独自の森林由来のカーボン・クレジット制度である
「Ｇ－クレジット制度」の運用
・森林情報の精度向上及び岐阜県森林クラウドシステムに
よる森林情報の提供

●森林整備の支援
・ライフラインの確保に向けた立木の事前伐採の支援

●人材育成・担い手対策の支援
・森林技術者の確保、育成、定着に向け、
　「森のジョブステーションぎふ」において就業相談会や
安全講習等の受講を支援
・東京圏以外からのUIJターン促進のための移住支援金の
交付
・林業架線技術者の育成に向け、架線集材機械による一
連作業を行うＯＪＴ研修の支援

●木材利用の推進
・非住宅建築物の木造化に携わる建築士の養成や、公共施設の木造化に関する研修会の
開催

●普及啓発
・ぎふ木育の拠点施設である「森林総合教育センター（morinos）」の運営及び様々な森
林教育プログラムの実施

岐阜県における森林環境譲与税の使途は、インターネッ
トで公表しています。詳しい事業内容や事業実績について
は、県ホームページをご覧ください。
（県HP「森林環境税・森林環境譲与税」：
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/104589.html）

合　　　計 244,900　
（内244,847）

35,243　
（内35,243）

6,768　
（内6,768）

35,780　
（内35,780）

25,676　
（内25,676）

141,433　
（内141,380）

令和６年度の主な実績

　令和６年度から森林環境税の課税が始まりました。皆さまに負担いただいた森林環境税を財源として森林環
境譲与税が国から配分されています。令和６年度は、国から岐阜県へ約２億２千万円（県内の市町村には合計で
約１９億7千万円）の森林環境譲与税が配分されました。本県では、森林整備等を実施する市町村の支援などに
活用しましたので、その主な内容を紹介します。

●お問い合わせは TEL 058-272-1111 内線（4348）森林活用推進課森林吸収源対策室森林吸収源対策係まで

森林所有者への意向調査
経営管理権集積計画の策定
市町村が主体となり実施した間伐
新規就業者の確保

3,427ha(25市町村)
215ha(7市)
598ha
53名

　市町村の体制の支援をはじめ、人材育成・担い手対策、普及啓発等の施策を横断的に実施することで、手入れ
の行き届いていない森林の解消に向けた市町村による森林経営管理の取組みが進みました。

Ｇ－クレジット制度プロジェクト登録証交付式

森のジョブステーションぎふ事務所移転開所式
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Ｇ－クレジットの新規認証について

　令和７年１０月２４日に第６回Ｇ－クレジット制度運営認証委員会を開催しました。
　その結果を踏まえ、１０月３１日付けで７件のプロジェクトにおいて、合計で1,289t-CO2のクレジット
を新たに認証しました。加えて、郡上市が実施者となる新たなプロジェクトを１件、登録しました。
　今後もＧ－クレジットの創出及び活用方法を拡充し、取引の活性化を図ってまいります。

今回認証したクレジット 今回登録したプロジェクト

郡上市 6,096
6,096

郡上市1

吸収量（総量見込）
（t-CO2）

プロジェクト実施者 実施場所

中濃森林組合
恵那市
株式会社金山チップセンター
有限会社フォレスト板取
可茂森林組合
ＮＰＯ法人奥矢作森林塾
高山市

合計

153
190
65
206
112
386
177
1,289

関市板取
恵那市岩村町
下呂市金山町
関市板取
美濃加茂市
恵那市串原
高山市

1
2
3
4
5
6
7

認証量
（t-CO2）

プロジェクト実施者項番 実施場所

事務局
Web →
サイト

項番

合計
※プロジェクト実施者の連絡先、取引可能クレジット量等は、G－
クレジット制度運営事務局HP（https://gcredit-gifu.jp/）を
ご確認ください。
　詳細な販売時期や条件等は、プロジェクト実施者にお問い合わ
せください。

【林政課　森林計画係】　●お問い合わせは、市町村林務担当課または県庁林政課森林計画係（TEL 058-272-8471）まで

森林の土地を取得したときは
　　　市町村への届出が必要です!

1 届出の対象となる森林は？
対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林であり、その区域は岐阜県HP
「ぎふ　ふぉれナビ」（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2264.html）で確認することができます。

2 なぜ届出が必要？
行政が森林所有者に対して森林の整備等に関する助言をしたり、事業体が森林所有者に働き
かけて間伐等の整備を行う森林を集約化して効率を上げたりするために、森林所有者を把握
することが重要であるからです。

3 どのような場合に届出が必要？
個人か法人かによらず、売買、相続、贈与等で新たに森林の土地を取得した場合に必要です。ただし、国土利用計画法に基づく土
地売買契約の届出を行った場合は、森林の土地の所有者届出は不要です。

4 いつ、どこへ届出を出すの？
森林所有者となった日から９０日以内に、取得した森林のある市町村の長に届出を行います。

5 どのような届出書を提出するの？
「森林の土地の所有者届出書」の様式に記入のうえ、次の書類を添付して提出してください。
添付書類　①取得した森林の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
　　　　　②取得した森林の登記事項証明書、売買契約書の写しなど権利を取得したことがわかる書類
●届出書の様式など詳しくは、林野庁のホームページ（「森林の土地の所有者届出制度」で検索）をご覧ください。

6 もし、届出を出さないと？
届出をしない、または虚偽の届出をしたときは、１０万円以下の過料が科されることがあります。

新たに森林の土地を取得したときは、森林法の定めにより届出が必要です。注）立木のみを取得した場合は、届出は不要です。
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フユイチゴフユイチゴ

244

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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ュ
ト
ー
レ
ン
と
さ
れ
ま
す
。

　

フ
ユ
イ
チ
ゴ
の
果
実
は
ク
エ
ン
酸
や

リ
ン
ゴ
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
を
含
む
た

め
、
疲
労
回
復
に
有
効
で
す
。
生
食
も

良
い
の
で
す
が
、
果
実
酒
が
お
す
す
め

で
す
。
果
実
を
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
入

れ
て
、
果
実
重
量
の
3
割
程
度
の
氷
砂

糖
、
少
量
の
レ
モ
ン
を
入
れ
て
約
2
ヶ
月

で
完
成
し
ま
す
。
2
ヶ
月
後
に
果
実
を

取
り
出
し
て
お
酒
を
熟
成
さ
せ
、
出
し

た
果
実
で
ジ
ャ
ム
も
作
れ
ま
す
。
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
小
林

　謙
一

通
え
る
「
森
林
」
を
持
つ

　

　
　
　

―
 

感
性
を
養
う
身
近
な
自
然
と
の
親
し
み
方 ―

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

155

森林と人を
生かす知恵

忙
し
い
現
代
。
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
過
剰
な
使
用
な
ど
で
、
慢
性
的
な
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
代
人
に
必
要
な
の
は
、
自
分

を
整
え
る
時
間
で
す
。
身
近
な
自
然
は
い
つ
で

も
私
た
ち
に
穏
や
か
な
時
間
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
「
通
え
る
森
林
（
も
り
）
」
を

持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

◆
秘
密
の
場
所

私
は
、
都
会
で
多
忙
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

二
十
年
前
に
、
《
身
近
な
自
然
の
中
に
「
秘
密

の
場
所
」
を
持
つ
》
と
い
う
メ
ソ
ッ
ド
を
、
ア

ウ
ト
ド
ア
サ
バ
イ
バ
ル
術
を
伝
え
る
川
口
拓
さ

ん
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
知
り
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
先
住
民
が
実
践
し
て
き
た
「
習
慣
」
で
、

自
然
と
つ
な
が
る
場
所
を
見
つ
け
、
そ
こ
に
静

か
に
座
っ
て
行
い
ま
す
。
呼
吸
を
整
え
、
森
の

音
や
光
、
風
を
感
じ
な
が
ら
、
目
は
閉
じ
ず
、

自
身
と
自
然
と
の
つ
な
が
り
に
深
く
意
識
を
向

け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
日
常
で
も
実
践
し
よ
う
と
、
公
園

の
木
や
ビ
ル
の
谷
間
か
ら
空
が
見
え
る
場
所
を

「
秘
密
の
場
所
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
豊
か
な

自
然
の
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
と
の
つ

な
が
り
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
で
心
の
リ
ズ
ム

が
整
い
、
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
の
中
で
、
小

◆
「
感
じ
る
力
」
を
育
む

Ａ
Ｉ
の
進
化
は
日
々
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
調
べ
れ
ば
な
ん
で
も
Ａ
Ｉ
が
答
え

て
く
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
を
得
る

こ
と
は
簡
単
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
然
の
中
で

美
し
さ
や
不
思
議
さ
を
「
感
じ
る
」
こ
と
は
、

す
べ
て
実
際
の
《
体
験
》
か
ら
生
み
出
さ
れ
ま

す
。自

然
界
は
、
私
た
ち
が
ま
だ
知
ら
な
い
「
未

知
」
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
「
知
識
・
情
報
」
で

「
見
る
・
知
る
」
で
は
な
く
、
自
然
の
中
で
実

際
に
体
験
す
る
こ
と
が
、
未
知
へ
の
扉
を
開
き

ま
す
。
未
知
へ
の
好
奇
心
は
日
常
の
「
ワ
ク
ワ

ク
」
を
生
み
、
人
生
を
彩
り
あ
る
も
の
に
し
て

く
れ
ま
す
。

「
と
も
だ
ち
の
木
」
や
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ン
グ
」
、
そ
し
て
「
秘
密
の
場

所
」
で
起
こ
る
変
化
か
ら
新
た
な
《
気
づ
き
》

が
生
ま
れ
、
自
然
界
と
の
《
つ
な
が
り
》
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
…
生
物
と
し
て
の
「
人
」

を
考
え
る
と
き
、
自
然
と
常
に
つ
な
が
る
意
識

を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
「
感
じ
る
力
」
を
育
む

こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
ま
す

ま
す
大
切
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
も
、
自
分
だ
け
の
「
秘
密
の
場
所
」

を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

通
え
る
「
森
林
」

は
、
き
っ
と
あ
な
た
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
は
ず

で
す
。

さ
な
安
ら
ぎ
を
見
い
だ
せ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

「
秘
密
の
場
所
」
の
実
践
方
法
は
、
川
口
さ

ん
の
著
書
『
ワ
イ
ル
ド
・
ク
エ
ス
ト
』
（
誠
文
堂

新
光
社
、
２
０
２
３
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る

言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
が
深
く
響
き
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

◆
と
も
だ
ち
の
木

「
秘
密
の
場
所
」
に
通
い
、
座
っ
て
時
間
を

と
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
方
は
、
通
勤
や

通
学
の
途
中
で
出
会
う
一
本
の
木
を
「
と
も
だ

ち
」
と
決
め
て
、
少
し
だ
け
立
ち
止
ま
っ
て
観

察
し
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

毎
日
見
る
そ
の
木
は
、
季
節
ご
と
に
表
情

を
変
え
て
い
る
は
ず
で
す
。
冬
に
は
葉
を
落
と

し
、
枝
に
冬
芽
が
顔
を
出
し
ま
す
。
幹
の
苔
や

枝
の
か
た
ち
、
鳥
や
虫
の
動
き
に
も
目
を
向
け

て
み
ま
し
ょ
う
。
昨
日
と
同
じ
木
の
よ
う
で
、

じ
つ
は
少
し
違
っ
て
見
え
る
は
ず
で
す
。

そ
う
し
た
小
さ
な
発
見
が
自
然
の
不
思
議
や

お
も
し
ろ
さ
の
扉
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。
名
前

を
知
ら
な
い
木
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
気
に
な
る

木
を
見
つ
け
た
ら
、
せ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

◆
ネ
イ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ン
グ

自
然
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
手
法
と
し

て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ン
グ
も
ご
紹
介

し
ま
す
。
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー 

ク
リ
エ
ー

タ
ー
科
２
年
の
石
岡
美
優
さ
ん
は
、
こ
の
手
法

を
取
り
入
れ
「
自
然
と
他
者
と
の
つ
な
が
り
か

ら
、
人
が
自
分
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ン
グ
」
は
「
書
く
瞑
想
」
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ン
グ
」
は
自
然
を
観
察
し
て
、
絵

や
文
字
、
数
字
で
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
触
れ

て
み
た
り
、
匂
い
を
嗅
い
で
み
た
り
、
じ
っ
く

り
と
書
く
こ
と
で
、
没
頭
す
る
時
間
が
生
ま
れ

ま
す
。
石
岡
さ
ん
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加

者
は
、
「
集
中
し
て
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
て
、
癒
や
さ
れ
た
」
「
日
常
の
視
点

が
増
え
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

筆
を
動
か
す
う
ち
に
、
自
然
を
た
だ
〝
見
る

（
外
的
情
報
の
受
動
的
な
取
得
）〝

か
ら
、
不

思
議
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
〝
感
じ
る
（
感
性
で

捉
え
る
）〝

へ
と
変
わ
り
、
や
が
て
心
の
動
き

に
も
気
づ
き
ま
す
。
こ
の
た
め
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ン
グ
」
は
自
然
に
親
し
む
と
同
時

に
、
自
分
の
内
側
に
も
向
き
合
う
、
穏
や
か
な

時
間
と
な
る
よ
う
で
す
。
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令和７年１０月４日に岐阜県立岐阜農林高等学校の森林科学科の
３年生による“作る”木育プログラムを実施しました。
プログラムを実施した生徒さんは「ぎふ木育」をテーマにした課
題研究に取り組んでいます。今回の木育プログラムを実施するにあ
たり、当館でぎふ木育に関する研修を受講し、企画書の作成、材料
の用意など生徒さんの手で作り上げました。
最初に高校生の代表の方からフォトフレームの作成方法を説明し
ていただき、参加者は木の実や葉、枝など森からの産物を使って、
フォトフレームを作りました。最後に参加者が持ってきた写真を入れ
ると、世界に１つだけのフォトフレームの完成です。参加されたお子
さんは、小さな黄色のイチョウの葉や黒くてイガイガのヤシャブシ
の実、細長いマテバシイのどんぐりなど、色とりどりの材料に、目を
輝かせながら飾りつけをしていました。
お子さんは最初、高校生のお兄さんお姉さん達に対して、緊張し
ていましたが、高校生の皆さんから「赤い実もあるからつけてみた
らどうかな」と声をかけたり、グルーガンを使う際に「ここに付けれ
ばいいのかな？」と積極的に交流していました。高校生のお話は保
護者の方にも好評で、高校での普段の様子や、どういう進路がある
のかなど、学校生活を実際に送る高校生と直接お話ができる貴重
な機会となりました。

ぎふ木遊館では木のおもちゃの中でも代表的なスキルトイであるけん玉を使っ
た“遊ぶ”木育プログラムを実施しています。ながらけん玉コミュニティの宮川真
澄（ぎふ木育指導員）さんにご協力いただき、けん玉の検定会や、けん玉を使っ
たパフォーマンスを行っています。今回は１０月に実施した木育プログラムにつ
いてご紹介します。

当日はけん玉を持っていない方でも気軽に遊
べるように、カラフルなけん玉が数種類用意され
ていました。また、プログラムに何度も通う熱心
な参加者は宮川さんの指導を受けながら集中し
て練習していました。スタッフが写真撮影をして
いると、ある男の子が見て見て！と「日本一周」と
いう技を披露してくれました。技ができると達成
感が得られ、次の目標ができる。そんなスキル
アップができる木育プログラムです。
当プログラムはぎふ木遊館で定期的に開催し
ていますので、当館の公式Instagramをチェッ
クしてみてくださいね。

ぎふ木遊館では、木工工作が体験できる木育プログラムや積み木のスピードを競う木育プログラムなど、約６０種
類、年間約１３０日のプログラムを実施しています。
今回は、その中でも「作る」と「遊ぶ」の木育プログラムをご紹介します。

けん玉やってみよう！ ～けん玉スキルの検定会も開催～

県立岐阜農林高等学校×ぎふ木遊館「とびだせ ～オリジナルフォトフレームを作ろう！～」

☆ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介☆
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しております！
　まだ来館したことない方も当館の様子がわかりますので、ぜひフォローをお願いします。

オリジナルフォトフレーム作成の様子

フォトフレームの向こうからの笑顔

けん玉を全身で操るお子さんけん玉の楽しさを伝える
講師の宮川さん
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

「森のじかん」紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）は、県内の幼保小中学校等に森の空間を活
かした出前型の体験プログラム、「森のじかん」を提供しています。今回はひなたぼっこ保育園での出前体験について
紹介します！

＜ひなたぼっこ保育園のみんなと森へおさんぽ！＞
ひなたぼっこ保育園は土岐市にあり、近くには「陶史の森」という緑いっぱいの森林が広がる恵まれた環境があり

ます。当園では、普段から陶史の森をおさんぽコースとして利用しており、森林散策を楽しんでいます。今回は、森に詳
しいmorinosスタッフと一緒に自然遊びをしながら、みんなで陶史の森をおさんぽしました。

１～５歳までの異年齢の子どもたちが、仲良く手をつないで森
の中の面白いものを見つけながら歩きました。ヨモギの葉の匂い
を嗅いでみたり、ねこじゃらしを手に取ってゆらゆら揺らしたり…
それぞれの方法で五感をつかって、自然を満喫していました。

森の遊歩道にはどんぐりや落ち葉がたくさん！お気に
入りの葉っぱや木の実を見つけては、持ってきた袋いっ
ぱいに入れました。スタッフが「この葉っぱに穴をあける
とお面みたいになるよ！」「この実は熟すと食べられる
よ！」と伝えると子どもたちは興味津々。普段おさんぽ
コースで利用する道でも、いろんな発見ができて子ども
たちは目を輝かせていました。

morinos HPでは、こうした日常風景からプログラムまで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

いっぱいおさんぽして、あっという間に園に帰る時間になりました。一番驚いたのは、子どもたちみんなが弱音を吐
くことなく最後まで自分の足で歩き切ったことです。途中、大人でもなかなか大変な道もありましたが、一生懸命つい
てきてくれました。

今回の「森のじかん」では、特別なプログラムを組むのではなく、子どもたちの「やりたい！」ことを優先しました。こ
の体験を通じて、子どもたちが身近な自然に目を向け、小さな発見や感動をたくさん経験してくれたら嬉しいです。
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7

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4385）　森林経営課　整備係まで

脱炭素社会に貢献する森林づくり事業

シリーズ

【事業概要】　
　気象災害による被害森林や皆伐後の天然更新が見込めない森林のうち、森林所有者等による整備が困難なものにつ
いて、森林の持つ多面的機能の維持・向上・回復とともに、二酸化炭素吸収量の増大に貢献するため、早生樹等の植栽を
進めます。
　森林所有者と事業実施者、市町村が本事業の実施に合意し、三者で協定を締結し実施する場合、県は人工造林に係
る費用等を助成します。

【補助対象者】
　市町村、森林組合、林業事業体等

【対象森林】
　●環境保全林内で森林経営計画が策定されていない皆伐跡地
　●脱炭素社会に貢献する森林づくりに関する協定を締結している森林　　など

【補助率】
　定額補助　※参考例 ： 地拵え＋植栽（早生樹1,500本/ha）≒約104万円/ha　（R7単価より）

【事業内容】
　●植栽
　　適地適木を原則とするが、市町村森林整備計画に定められた樹種や、成長が早く二酸化炭素の吸収が期待できる

早生樹等（コウヨウザンほか）を優先
　　（原則コンテナ苗使用、植栽本数1,500本/ha以内）
　●地拵え
　　林内の刈払いと伐採後の枝葉・梢端部等の除去を行い、植栽を実施
　●特殊地拵え
　　被災森林の伐採等整理を実施（実施後、２年以内に植栽）
　●雪起こし・下刈り（１齢級まで）
　●鳥獣害防止施設等整備
　　忌避剤散布や幼齢木保護材、防護柵の設置

【実績】
　令和４年度の事業開始時から令和６年度までに、計67haの
再造林を実施

【これからの取組み】
　清流の国ぎふ森林・環境基金事業の第３期（令和４年度～令和８年度）において、１００ha（２０ha/年）を目標に、脱炭
素社会に貢献する森林づくりを進めます。

植栽後２年が経過した現場
（八百津町・スギコンテナ苗+幼齢木保護材）

樹高２ｍを超えるものもあり、
順調に生長しています。
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8

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8202 内線（2932）　環境生活政策課まで

令和７年度  ぎふエコアクション 学生アンバサダー 育成研修

シリーズ

◆過去の実績（学生アンバサダー認定者数）
　令和２年度１９名　令和４年度１４名　令和５年度１１名　令和６年度１７名（令和３年度は中止）

【事業目的】　
　岐阜県では、地球温暖化防止対策のための普及啓発活動に、ともに取り組む学生を育成するための研修を行っています。

【事業内容】　
　地球温暖化についての基礎講座をはじめとしたグループワークの講座３回と岐阜県の環境イベントに
参加する実地研修１回の全４回の研修を行っています。修了した方は「学生アンバサダー」として認定し、
温暖化防止活動に取り組んでいただくとともに、地球温暖化対策推進法に基づく「地球温暖化防止活動
推進員」になるきっかけとしています。

【令和７年度の事業実績】　
　大学生５名、高校生１６名が講座を修了しました。現在、実地研修に取り組んでいます。

清流ミナモ

岐阜・東濃
２会場開催

これまで
受講された
みなさん
の声

地球温暖化に限らず、
集団で話し合う時に意識するポイ
ントや、ものの考え方などを教えて

いただき、タメになった。

幅広い人達の環境に対する
意見を多く聞くことができ、

良い経験になった。

温暖化対策に自分が関わらないと
いけないという自覚や責任感が芽
生えた。漠然としていた温暖化対
策への気持ちが明確になった。

【研修内容】

開 催 日 場　所 内　容

第１回
講座１

第２回
講座２

第３回
講座３

第４回
実地研修

１０：００～１４：００
【岐阜】８月  ６日（水）
【東濃】８月２０日（水）

【岐阜】岐阜県庁議会棟　第１会議室①
【東濃】東濃西部総合庁舎　５南会議室

【岐阜】岐阜県庁 ２０階　会議室２００４
【東濃】東濃西部総合庁舎　５南会議室

【岐阜】岐阜県庁 ２０階　会議室２００４
【東濃】東濃西部総合庁舎　５南会議室

選択した研修先
（岐阜県農業フェスティバル　等）

午前：全体説明、グループ分け、自己紹介
午後：基礎講座

午前：グループワーク（企画）
午後：グループワーク（まとめ）

グループワーク（発表会）
振り返り

県内環境関連のイベントにて
地球温暖化防止対策の普及啓発・ブース運営

１０：００～１４：００
【岐阜】８月  ７日（木）
【東濃】８月２１日（木）
１０：００～１１：３０

【岐阜】８月  ８日（金）
【東濃】８月２２日（金）

９月～２月
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研究
コーナー

岐
阜
県
森
林
研
究
所

　田
中 

健
斗

ス
ギ
心
去
り
平
角
の
内
部
割
れ
を
抑
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　処
理
方
法
の
検
討

①
は
じ
め
に

当
所
で
は
、
大
径
化
す
る
ス
ギ
丸
太
の
利

用
拡
大
の
た
め
、
１
本
の
丸
太
か
ら
髄
を
含

ま
な
い
心
去
り
平
角
を
２
本
製
材
し
、
心
持

ち
平
角
材
と
同
等
程
度
の
期
間
で
乾
燥
で
き

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
、
強
度
性
能
の
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
短
期
間
で
の
乾
燥
に

は
高
温
に
よ
る
乾
燥
処
理
が
必
要
で
す
が
、

高
温
乾
燥
の
適
用
は
材
料
内
部
の
割
れ
（
内

部
割
れ
、
写
真
1
）
を
引
き
起
こ
し
、
強
度

性
能
低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
当
所
で
は

以
前
、
特
殊
な
条
件
下
で
の
乾
燥
工
程
中
に

定
用
試
験
片
を
切
り
出
し
、
ス
キ
ャ
ナ
で
取

り
込
ん
だ
画
像
か
ら
内
部
割
れ
の
総
長
さ
を

測
定
し
ま
し
た
。

内
部
割
れ
発
生
量
の
比
較

図
1
に
中
間
蒸
煮
処
理
の
有
無
に
よ
る
内

部
割
れ
の
発
生
量
を
示
し
ま
す
。
中
間
蒸
煮

処
理
に
よ
り
、
内
部
割
れ
発
生
の
平
均
値
が

小
さ
く
な
り
、
発
生
量
の
ば
ら
つ
き
も
大
幅

に
軽
減
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
試
験

体
の
曲
げ
強
度
試
験
（
図
２
）
の
結
果
、
中

間
蒸
煮
処
理
を
行
わ
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
の

試
験
体
で
は
壊
れ
に
く
さ
の
指
標
で
あ
る
曲

げ
強
さ
が
低
い
も
の
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
一
部
の
材
で
は
建
築
基
準
法
施
行
令
に

定
め
る
ス
ギ
無
等
級
材
の
基
準
強
度
を
満
た

さ
な
い
も
の
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

確
認
す
る
と
内
部
割
れ
を
起
点
と
し
た
せ
ん

断
破
壊
に
よ
る
強
度
低
下
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。

お
わ
り
に

強
度
低
下
の
大
き
な
原
因
と
な
る
内
部
割

れ
の
発
生
を
中
間
蒸
煮
処
理
に
よ
り
抑
え
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
中
間
蒸
煮
処
理
の
最
適
な
処
理
時
間
、

処
理
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
、
現
場
の
製
造

サ
イ
ク
ル
を
妨
げ
な
い
適
切
な
乾
燥
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
間
蒸
煮
処
理
が
心
持
ち
平
角
の

内
部
割
れ
抑
制
に
効
果
が
あ
れ
ば
、
よ
り
高

品
質
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
材
料
の
供
給

が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
検
証
も

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

蒸
煮
処
理
（
90
℃
前
後
の
蒸
気
で
乾
燥
庫
内

と
材
料
を
昇
温
す
る
乾
燥
工
程
初
期
に
行
う

工
程
）
を
行
う
（
以
下
、「
中
間
蒸
煮
処
理
」）

こ
と
で
内
部
割
れ
を
抑
制
で
き
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
所
保
有
の

乾
燥
機
と
同
様
の
能
力
を
有
す
る
乾
燥
機
を

保
有
し
て
い
な
い
県
内
事
業
者
に
お
い
て
も

内
部
割
れ
の
少
な
い
乾
燥
が
で
き
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
内
事
業
者

が
実
施
で
き
る
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
中
間

蒸
煮
処
理
を
組
み
込
ん
だ
際
の
内
部
割
れ
抑

制
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

現
状
の
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
改
良
し

た
内
部
割
れ
抑
制
技
術

県
内
事
業
者
が
乾
燥
工
程
で
採
用
し
て

い
る
ス
ギ
心
持
ち
平
角
用
の
高
温
乾
燥
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
約
10
　

・
5
日
間
）
の
途
中
で
中

間
蒸
煮
処
理
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
る
ス
ギ

心
去
り
平
角
の
内
部
割
れ
抑
制
効
果
を
確
認

す
る
た
め
、
中
間
蒸
煮
処
理
を
乾
燥
期
間
の

約
半
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再
度
12
時
間
行
い

ま
し
た
。
ス
ギ
心
去
り
平
角
の
乾
燥
終
了
後
、

末
口
か
ら
約
40
㎝
の
位
置
か
ら
内
部
割
れ
測

写真 1　内部割れ発生の様子
左：心去り材　右：心持ち材

図 1　内部割れ発生量と処理条件の関係

図 2　曲げヤング係数と曲げ強さの関係

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
７
５

－

３
３

－

２
５
８
５

森
林
研
究
所
ま
で

図1 内部割れ発生量と処理条件の関係 図2曲げヤング係数と曲げ強さの関係

図1 内部割れ発生量と処理条件の関係 図2曲げヤング係数と曲げ強さの関係
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　岐
阜
県
生
活
技
術
研
究
所

　今
西 

祐
志

小
径
広
葉
樹
材
の
有
効
利
用
技
術
の
開
発

研究
コーナー
②

は
じ
め
に

岐
阜
県
生
活
技
術
研
究
所
で
は
、
早
生

樹
等
の
国
産
未
活
用
広
葉
樹
材
を
家
具
・
内

装
材
と
し
て
利
用
拡
大
す
る
た
め
の
技
術

開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
し
、
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
生
物
系
特
定
産

業
技
術
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
強
化
研
究
推
進
事
業
」（
Ｊ
Ｐ

Ｊ
０
０
７
０
９
７
）
の
支
援
を
受
け
て
、
国

立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
を

代
表
機
関
と
し
て
、
山
形
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
、
飛
騨

産
業
株
式
会
社
と
の
共
同
に
よ
り
実
施
し
た

も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
当
所
が
担
当
し
た

研
究
課
題
の
う
ち
、
国
産
広
葉
樹
の
異
樹
種

集
成
板
の
表
面
硬
さ
と
寸
法
安
定
性
及
び
表

層
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
の
効
果
を
調
査

し
た
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

木
製
家
具
の
原
材
料
の
状
況

木
製
家
具
や
内
装
材
の
原
料
で
あ
る
広
葉

樹
材
は
、
そ
の
８
割
以
上
が
北
米
、
欧
州
等

か
ら
の
輸
入
材
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
し
て
、
世
界
的
な
資
源
の
減
少
と
獲
得
競

争
に
よ
る
価
格
上
昇
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や

性
の
評
価
は
、
試
験
体
に
温
湿
度
負
荷
を
与

え
て
反
り
特
性
を
評
価
し
ま
し
た
。
温
湿
度

条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（［
40
℃
・
90
％
・
48
時
間
］
→ 

［
40
℃
・
20
％
・

48
時
間
］）
×
２
回
→ 

［
40
℃
・
48
％
・
48
時
間
］

特
性
評
価
の
結
果
と
表
層
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
効
果

結
果
の
一
例
と
し
て
、
ホ
オ
ノ
キ
と
ハ
ン

ノ
キ
を
組
み
合
わ
せ
た
幅
は
ぎ
板
に
つ
い
て

の
評
価
結
果
を
図
１
、
図
２
に
示
し
ま
す
。

図
１
は
部
位
ご
と
の
表
面
硬
さ
を
示
し
た

も
の
で
す
。
ホ
オ
ノ
キ
部
と
ハ
ン
ノ
キ
部
と

を
比
較
す
る
と
、
表
層
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
密
度
の
大
き
い
ハ
ン
ノ
キ
部
の
方

が
表
面
硬
さ
は
や
や
大
き
く
、
幅
は
ぎ
部
の

表
面
硬
さ
は
木
部
よ
り
も
や
や
大
き
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
接
着
層
の
硬
さ
の

影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
表
層
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
施

す
こ
と
に
よ
っ
て
表
面
硬
さ
の
平
均
値
が
増

大
し
て
、
変
動
係
数
（
ば
ら
つ
き
）
は
減
少

し
ま
し
た
。

温
湿
度
条
件
に
対
す
る
反
り
特
性
に
つ
い

て
は
、
表
層
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

各
方
向
の
反
り
率
の
大
小
は
大
き
い
順
に
幅

方
向
、
対
角
方
向
、
長
さ
方
向
で
し
た
。
図

２
は
温
湿
度
条
件
に
対
す
る
幅
方
向
の
反
り

率
の
経
時
変
化
を
示
し
た
も
の
で
す
。
表
層

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
施
す
こ
と
で
幅
方
向
の
反
り
率
が

大
き
く
低
減
し
て
お
り
、
表
層
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
寸

法
安
定
性
の
向
上
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

当
所
で
は
現
在
、
特
に
飛
騨
地
域
に
多
く

生
育
す
る
広
葉
樹
を
対
象
に
材
の
物
性
デ
ー

タ
の
蓄
積
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

広
葉
樹
材
の
用
材
と
し
て
の
有
効
活
用
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

地
政
学
リ
ス
ク
に
伴
う
流
通
量
や
価
格
の
不

安
定
化
、
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
、

国
内
の
広
葉
樹
材
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
広
葉
樹
材
は
、
量
的
な

ま
と
ま
り
が
な
く
比
較
的
小
径
で
、
樹
種
も

多
様
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
に
あ
た
っ

て
は
異
樹
種
で
の
接
着
集
成
が
欠
か
せ
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
表
面
硬
さ
の
ば
ら
つ

き
や
温
湿
度
負
荷
に
対
す
る
寸
法
安
定
性
な

ど
、
実
用
面
で
必
要
な
特
性
に
つ
い
て
の
情

報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

異
樹
種
集
成
板
の
特
性
評
価

ホ
オ
ノ
キ
と
ハ
ン
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
と
セ
ン

ダ
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
異
樹
種
同
士
を
組
み

合
わ
せ
た
幅
は
ぎ
板
を
作
製
し
、
表
面
硬
さ

及
び
寸
法
安
定
性
を
評
価
し
ま
し
た
。
ラ
ミ

ナ
は
２
樹
種
が
交
互
に
並
ぶ
よ
う
に
配
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
幅
は
ぎ
板
の
表
層

に
厚
さ
１
㎜
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
シ
ー
ト
を
積
層
接
着

（
表
層
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
し
た
板
を
併
せ
て
作
製
し
、

同
様
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

表
面
硬
さ
の
評
価
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ 

２
１
０
１

に
従
っ
て
、
試
験
体
の
表
面
に
鋼
球
を
圧
入

す
る
方
法
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
寸
法
安
定

図 1　各部位の表面硬さ図 2　幅方向の反り率の経時変化

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
７
７

－

３
３

－

５
２
５
２

岐
阜
県
生
活
技
術
研
究
所
ま
で 図2 幅方向の反り率の経時変化 図1 各部位の表面硬さ
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

林
業
普
及
指
導
員 

中
部
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

林
業
普
及
指
導
員
同
士
が
、
地
域
に
お
け

る
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
今
後
の
林
業
普

及
指
導
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
７
年
10
月
２
日
と
３
日
、
中
部
・
北
陸

地
区
８
県
の
林
業
普
及
指
導
員
な
ど
が
一
堂

に
会
す
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
高
山

市
、
飛
騨
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
に
、
各
県
の

代
表
が
普
及
事
例
発
表
を
行
な
い
、
２
日
目

に
は
、
各
県
の
課
題
に
対
す
る
意
見
交
換
、

「
飛
騨
市
の
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
紹

介
、
そ
の
後
、
広
葉
樹
の
土
場
と
広
葉
樹
専

門
の
製
材
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

各
県
か
ら
の
普
及
事
例
発
表
で
は
、
日

頃
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
指
導
員
が
取
り
組
ん

で
い
る
普
及
指
導
活
動
や
そ
の
成
果
が
発
表

さ
れ
、
最
も
優
れ
た
発
表
は
、
12
月
に
開
催

さ
れ
る
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
者
と

し
て
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
内
容
に
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る

知
識
、
技
術
を
も
っ
た
職
員
を
配
置
で
き
な

い
市
町
村
へ
、
普
及
指
導
員
が
施
業
地
の
集

約
化
、
森
林
経
営
計
画
樹
立
・
森
林
経
営
管

理
制
度
の
推
進
の
支
援
を
行
い
森
林
整
備
が

進
ん
だ
事
例
、
地
域
の
林
業
の
担
い
手
を
育

成
す
る
た
め
設
立
し
た
ば
か
り
の
林
業
事
業

体
に
主
伐
再
造
林
・
路
網
計
画
・
現
場
管
理

の
方
法
を
支
援
し
た
事
例
、
広
葉
樹
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
製
材
し
た
板
等
の
乾
燥
を

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
、
そ
の
可
能
性

を
検
証
し
た
事
例
等
が
あ
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
か
ら
は
、
東
濃
農
林
事
務
所
の
長

沼
普
及
指
導
員
が
、
「
獣
害
対
策
の
再
考
」

と
題
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
や
防
除
資

材
の
破
損
状
況
、
植
栽
木
の
樹
形
異
常
を
調

査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
除
資
材
使
用
に
お
け

る
注
意
や
定
期
的
な
見
回
り
、
資
材
破
損
箇

所
の
記
録
の
必
要
性
の
指
導
を
地
元
森
林
組

合
に
行
う
と
と
も
に
、
防
除
だ
け
で
は
な

く
、
積
極
的
な
捕
獲
を
猟
友
会
の
協
力
の
も

と
に
進
め
る
こ
と
を
市
町
村
へ
提
案
し
た
事

例
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
優
秀
発
表
は
、
「
市
有
林
の
整
備
に
向

け
た
伴
走
支
援
」
と
題
し
て
発
表
し
た
石
川

県
の
普
及
指
導
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
審

査
委
員
長
よ
り
、
ど
の
県
の
発
表
も
甲
乙
付

け
が
た
い
素
晴
ら
し
い
発
表
で
あ
っ
た
と
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
参
加
し
た
普
及

指
導
員
に
は
大
変
、
参
考
と
な
り
、
今
後
、

地
域
の
林
業
振
興
の
た
め
の
普
及
活
動
に
期

待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

普及コーナー

中
濃
農
林
事
務
所
林
業
課

　伊
藤 

智
弥

誘
引
補
殺
器
に
よ
る
蜂
刺
さ
れ
対
策
に
つ
い
て

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
―
３
３
―
４
０
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

の
容
器
に
約
3
0
0
㎖
入
れ
ま
し
た
。
溶
液

は
蒸
発
す
る
た
め
、
設
置
し
て
か
ら
溶
液
を

２
回
補
充
し
ま
し
た
。
２
回
目
の
補
充
で

は
、
清
酒
を
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
に
変
更
し
ま

し
た
。

１
㏊
ご
と
に
約
１
箇
所
の
割
合
で
、
総

面
積
５
㏊
を
対
象
に
、
下
刈
作
業
前
に
県
道

と
作
業
路
沿
い
に
６
箇
所
設
置
し
ま
し
た
。

中
濃
森
林
組
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
蜂
ス

プ
レ
ー
、
防
護
網
の
着
用
、
吸
引
器
や
自
動

注
射
器
の
携
帯
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
６
年
は
８
月
上
旬
か
ら

９
月
上
旬
に
か
け
て
、
下
刈
作
業
で
５
人
が

蜂
に
刺
さ
れ
て
お
り
、
中
濃
森
林
組
合
に

と
っ
て
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
今
回

の
取
組
を
提
案
し
ま
し
た
。

◆
取
組
の
内
容

今
回
、
蜂
の
誘
引
補
殺
を
関
市
武
芸
川

町
谷
口
寺
尾
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
該
地
区
は
、
中
濃
森
林
組
合
が
地
元

の
財
産
区
か
ら
委
託
を
受
け
て
森
林
経
営

計
画
を
樹
立
し
、
令
和
３
年
９
月
か
ら
主

伐
・
再
造
林
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
当
該
箇
所
で
下
刈
の
計

画
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
箇
所
で
は
例
年
蜂

の
巣
が
７
箇
所
程
度
発
見
さ
れ
て
い
ま
し

た
。誘

引
補
殺
器
の
材
料
は
容
器
と
溶
液
で

す
。
容
器
は
２
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
６
本
用

意
し
ま
し
た
。
容
器
の
上
部
に
５
cm
×
３
cm

の
穴
を
開
け
、
穴
の
上
側
を
切
り
取
ら
ず
に

上
方
に
折
り
曲
げ
て
雨
除
け
に
し
ま
し
た
。

溶
液
は
、
清
酒
1.8
ℓ
と
食
酢
2
5
0
㎖

に
砂
糖
5
0
0
ｇ
を
溶
か
し
て
作
り
、
１
本

◆
は
じ
め
に

夏
場
の
現
場
作
業
で
は
蜂
刺
さ
れ
に
注

意
が
必
要
で
す
。
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
は
攻
撃

性
が
強
く
、
刺
さ
れ
た
場
合
は
危
険
な
状
態

に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
蜂
刺
さ
れ
災
害

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
に

は
全
国
で
林
業
従
事
者
２
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。

蜂
の
攻
撃
の
特
徴
と
し
て
、
巣
へ
の
接

近
に
対
す
る
警
戒
・
威
嚇
、
巣
へ
の
間
接
的
・

直
接
的
刺
激
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
り
ま
す
。

蜂
に
刺
さ
れ
た
時
の
症
状
と
し
て
は
、
患
部

に
出
る
局
所
症
状
、
体
中
に
出
る
全
身
症
状

が
あ
り
ま
す
。
呼
吸
や
嚥
下
が
困
難
に
な

り
、
全
身
が
脱
力
し
て
、
緊
急
措
置
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
対
策
の
現
状

蜂
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は
巣
に
近
寄

ら
な
い
、
巣
に
振
動
等
の
刺
激
を
与
え
な

い
、
巣
の
近
く
で
作
業
を
し
な
い
、
防
蜂

網
や
防
蜂
手
袋
の
着
用
の
ほ
か
、
蜂
ス
プ

レ
ー
、
吸
引
器
や
自
動
注
射
器
の
携
行
等
の

対
応
が
必
要
で
す
。

こ
れ
以
外
の
対
策
と
し
て
、
誘
因
捕
殺

に
よ
る
方
法
が
あ
り
、
国
有
林
で
取
組
の
事

例
が
あ
り
ま
す
。

溶
液
を
入
れ
た
容
器
の
首
部
に
紐
を
つ

け
て
支
柱
に
吊
り
下
げ
、
容
器
の
穴
が
地

上
か
ら
約
70
㎝
程
度
の
高
さ
に
な
る
よ
う

設
置
し
ま
し
た
。

◆
結
果
と
考
察

令
和
７
年
６
月
16
日
か
ら
７
月
24
日
ま

で
の
39
日
間
設
置
し
ま
し
た
。
誘
因
捕
殺

数
は
合
計
1
0
4
匹
、
日
当
た
り
約
３
匹
、

㏊
当
た
り
約
21
匹
で
し
た
。

今
回
は
後
述
の
参
考
文
献
の
取
組
と
比

べ
て
、
短
い
期
間
で
、
㏊
当
た
り
の
設
置

箇
所
数
は
同
じ
で
し
た
が
、
日
当
た
り
の

匹
数
は
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

参
考
文
献
で
は
、
10
日
ご
と
に
捕
殺
さ

れ
た
蜂
を
容
器
外
へ
排
出
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
、
新
規
に
蜂
が
入
り
や
す
い
状
態

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
取
組
で
は
、
捕
殺
し
た
蜂
は
撤

去
時
ま
で
容
器
外
に
排
出
し
な
か
っ
た
た

め
、
新
規
に
入
り
に
く
い
状
態
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

県
道
沿
い
の
箇
所
で
は
20
～
31
匹
補
殺

さ
れ
、
他
の
箇
所
よ
り
も
多
い
結
果
と
な

設置状況

捕殺状況

設置方法
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

林
業
普
及
指
導
員 

中
部
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

林
業
普
及
指
導
員
同
士
が
、
地
域
に
お
け

る
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
今
後
の
林
業
普

及
指
導
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
７
年
10
月
２
日
と
３
日
、
中
部
・
北
陸

地
区
８
県
の
林
業
普
及
指
導
員
な
ど
が
一
堂

に
会
す
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
高
山

市
、
飛
騨
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
に
、
各
県
の

代
表
が
普
及
事
例
発
表
を
行
な
い
、
２
日
目

に
は
、
各
県
の
課
題
に
対
す
る
意
見
交
換
、

「
飛
騨
市
の
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
紹

介
、
そ
の
後
、
広
葉
樹
の
土
場
と
広
葉
樹
専

門
の
製
材
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

各
県
か
ら
の
普
及
事
例
発
表
で
は
、
日

頃
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
指
導
員
が
取
り
組
ん

で
い
る
普
及
指
導
活
動
や
そ
の
成
果
が
発
表

さ
れ
、
最
も
優
れ
た
発
表
は
、
12
月
に
開
催

さ
れ
る
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
者
と

し
て
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
内
容
に
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る

知
識
、
技
術
を
も
っ
た
職
員
を
配
置
で
き
な

い
市
町
村
へ
、
普
及
指
導
員
が
施
業
地
の
集

約
化
、
森
林
経
営
計
画
樹
立
・
森
林
経
営
管

理
制
度
の
推
進
の
支
援
を
行
い
森
林
整
備
が

進
ん
だ
事
例
、
地
域
の
林
業
の
担
い
手
を
育

成
す
る
た
め
設
立
し
た
ば
か
り
の
林
業
事
業

体
に
主
伐
再
造
林
・
路
網
計
画
・
現
場
管
理

の
方
法
を
支
援
し
た
事
例
、
広
葉
樹
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
製
材
し
た
板
等
の
乾
燥
を

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
、
そ
の
可
能
性

を
検
証
し
た
事
例
等
が
あ
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
か
ら
は
、
東
濃
農
林
事
務
所
の
長

沼
普
及
指
導
員
が
、
「
獣
害
対
策
の
再
考
」

と
題
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
や
防
除
資

材
の
破
損
状
況
、
植
栽
木
の
樹
形
異
常
を
調

査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
除
資
材
使
用
に
お
け

る
注
意
や
定
期
的
な
見
回
り
、
資
材
破
損
箇

所
の
記
録
の
必
要
性
の
指
導
を
地
元
森
林
組

合
に
行
う
と
と
も
に
、
防
除
だ
け
で
は
な

く
、
積
極
的
な
捕
獲
を
猟
友
会
の
協
力
の
も

と
に
進
め
る
こ
と
を
市
町
村
へ
提
案
し
た
事

例
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
優
秀
発
表
は
、
「
市
有
林
の
整
備
に
向

け
た
伴
走
支
援
」
と
題
し
て
発
表
し
た
石
川

県
の
普
及
指
導
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
審

査
委
員
長
よ
り
、
ど
の
県
の
発
表
も
甲
乙
付

け
が
た
い
素
晴
ら
し
い
発
表
で
あ
っ
た
と
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
参
加
し
た
普
及

指
導
員
に
は
大
変
、
参
考
と
な
り
、
今
後
、

地
域
の
林
業
振
興
の
た
め
の
普
及
活
動
に
期

待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

普及コーナー

中
濃
農
林
事
務
所
林
業
課

　伊
藤 

智
弥

誘
引
補
殺
器
に
よ
る
蜂
刺
さ
れ
対
策
に
つ
い
て

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
―
３
３
―
４
０
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

り
ま
し
た
。

◆
実
施
後
の
効
果

誘
因
捕
殺
器
を
撤
去
後
、
中
濃
森
林
組

合
は
８
月
29
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
、
当

該
地
区
で
下
刈
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
員
に
よ
る
と
、「
毎
年
蜂
が
出
て
い
た

の
に
今
年
は
少
な
か
っ
た
」「
巣
は
２
個
し

か
発
見
で
き
な
か
っ
た
」「
９
月
下
旬
に
作

業
員
１
人
が
ス
ズ
メ
バ
チ
に
首
を
刺
さ
れ

た
」と
の
話
が
あ
り
、
今
回
の
取
組
に
よ
り

蜂
の
発
生
が
例
年
よ
り
も
減
少
し
、
蜂
刺

さ
れ
被
害
が
１
件
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

誘
引
捕
殺
に
よ
る
予
防
方
法
は
、
蜂
対
策

と
し
て
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

中
濃
森
林
組
合
で
は
、
今
回
の
取
組
が
現

場
作
業
員
に
大
好
評
で
し
た
の
で
、
来
年

度
は
設
置
箇
所
数
を
増
や
し
て
、
下
刈
作

業
が
完
了
す
る
ま
で
設
置
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

◆
今
後
の
課
題

①
蜂
の
習
性
を
利
用
し
た
捕
殺
の
検
討

蜂
の
第
１
の
習
性
と
し
て
、
女
王
蜂

は
４
月
下
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
巣
を
作

り
、
１
匹
の
女
王
蜂
が
作
っ
た
巣
か
ら

4
0
0
0
～
5
0
0
0
匹
も
の
大
群
の
蜂

が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
女
王
蜂
の

巣
作
り
の
時
期
に
誘
因
捕
殺
を
実
施
す
る

こ
と
で
蜂
の
大
量
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

第
２
の
習
性
と
し
て
、
蜂
は
通
常
巣
か

ら
半
径
２
km
程
度
の
範
囲
内
で
行
動
し
ま

す
。第

３
の
習
性
と
し
て
、
蜂
は
南
向
き
の

日
当
り
の
良
い
、
風
が
強
く
当
た
ら
な
い

場
所
を
好
み
ま
す
。

こ
れ
ら
の
習
性
を
利
用
し
て
、
４
月
下

旬
か
ら
、
道
沿
い
の
蜂
の
好
む
箇
所
に
、
蜂

が
巣
か
ら
行
動
す
る
範
囲
内
、
例
え
ば
約

5
0
0
ｍ
の
間
隔
で
誘
因
捕
殺
器
を
設
置

す
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

②
設
置
期
間
の
検
討

下
刈
作
業
の
完
了
ま
で
設
置
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

③
溶
液
の
検
討

清
酒
と
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
を
２
対
１
の

割
合
で
混
合
し
て
も
効
果
は
あ
る
と
の
事

例
が
あ
り
、
費
用
の
面
か
ら
試
す
価
値
が
あ

り
ま
す
。

④
補
殺
容
器
の
検
討

特
に
攻
撃
性
が
強
い
ス
ズ
メ
バ
チ
類
が

選
択
的
に
捕
殺
さ
れ
る
よ
う
に
、
改
良
型
の

事
例
が
あ
り
、
試
す
価
値
が
あ
り
ま
す
。

⑤
捕
殺
し
た
蜂
の
容
器
外
へ
の
排
出

約
10
日
お
き
ご
と
に
捕
殺
し
た
個
体
を

容
器
か
ら
排
出
し
て
、
新
規
に
蜂
が
入
り
や

す
い
状
態
に
す
る
こ
と
で
、
１
日
当
た
り
の

捕
殺
匹
数
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

主
伐
・
再
造
林
を
進
め
て
い
く
中
で
、

下
刈
は
避
け
て
通
れ
な
い
作
業
で
す
。
安
全

で
確
実
に
作
業
す
る
こ
と
は
労
働
環
境
改

善
に
も
有
効
で
あ
る
た
め
、
誘
因
捕
殺
器
設

置
等
に
よ
る
蜂
の
予
防
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

＊
参
考
文
献「
蜂
の
誘
引
捕
殺
の
効
果
と
問
題
点
」

佐
藤
吉
則
、「
蜂
の
習
性
と
誘
引
補
殺
」佐
藤
辰
郎
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令
和
７
年
度

岐
阜
地
区
国
有
林
野
等

所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会
開
催

国有林の現場から

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（245）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（153）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（156）

コラム

自転車通勤をしていると、ふと季節の香りを感じることがあり
ます。なかでも一番のお気に入りは、秋に桂（カツラ）の木が黄

葉したときに漂う、綿菓子のような甘い香りです。
この香りを嗅ぐと、学生時代に登山で訪れた上高地を思い出します。長

い山行を終えた河童橋の沢沿いで、下山した開放感も相まって、とても印
象的だったのを覚えています。

この香りが気になって調べてみると、桂の葉は青いうちは香らず、老化
したり乾燥すると「マルトール」という甘く温かみのある香り成分が生ま
れるのだそうです。黄葉すると香る葉は珍しいらしいのだとか。

皆さんにとって、“季節を感じる香り”はなんですか？
「森林のたより」編集委員　森林保全課　奥中 大智

1月1日
発行

1月号予定

地域の人

期
待
で
き
る
が
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
状

態
で
は
、
林
野
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
し
っ
か
り
管
理
す
る
こ
と
が
必

要
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　 　

岐
阜
市
農
林
課
の
山
内
課
長
か
ら
は
、
今
年
、

大
規
模
な
林
野
火
災
が
多
発
し
た
要
因
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
影
響
し
て
い

る
の
か
と
の
疑
問
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
玉
井
氏
か
ら
は
、
異
常
気
象

が
影
響
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
現
時
点
で
判
断

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
上
で
、
気
候

変
動
予
測
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
風
が
強
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
記
載
は
な
い
が
、
風

が
強
く
な
れ
ば
、
大
規
模
林
野
火
災
の
発
生
の

危
険
度
は
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
風
が
強
く
な
っ
た
り
、
乾
燥
が
続
く
よ

う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
林
野
火
災
の
多
発
に
つ

な
が
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
本
で
発
生
す
る
林
野
火
災
は
落

雷
に
起
因
す
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
人
間
の
不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

大
切
な
森
林
を
焼
失
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
火
の
用
心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

　

講
演
で
は
、
今
年
は
、
既
に
５
件
の
大
規
模

林
野
火
災（
焼
損
面
積
1.5
㎢
以
上
）が
発
生
し
て

お
り
、
過
去
20
年
で
最
大
の
発
生
回
数
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
乾
燥
し
た

日
が
長
く
続
い
た
こ
と
が
強
く
関
係
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
船
渡
の
林
野
火
災
で
は
、
焼
損
面

積
が
33
㎢
を
超
え
た
こ
と
に
触
れ
、
過
去
20
年

の
林
野
火
災
に
よ
る
焼
損
面
積
が
最
大
で
も
６

㎢
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
非
常
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

乾
燥
し
た
日
が
長
く
続
い
た
こ
と
に
加
え
、

瞬
間
最
大
風
速
18
ｍ
／
秒
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
、

延
焼
域
が
急
速
に
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　　

林
野
火
災
に
対
応
し
た
森
林
管
理
を
考
え
る

場
合
、
林
床
が
燃
え
な
け
れ
ば
林
野
火
災
の
発

生
の
危
険
度
が
低
く
な
る
た
め
、
林
床
可
燃
物

　

岐
阜
地
区
に
お
け
る
地
域
社
会
と
国
有
林
野

事
業
及
び
官
行
造
林
事
業
の
連
携
強
化
を
図
り
、

も
っ
て
地
域
農
山
村
の
社
会
経
済
の
発
展
と
国

有
林
野
事
業
並
び
に
官
行
造
林
事
業
の
円
滑
な

遂
行
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岐
阜

森
林
管
理
署
管
内
の
右
記
の
目
的
に
賛
同
す
る

市
町
村
長
、
岐
阜
森
林
管
理
署
長
、
森
林
・
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
で
構
成
す
る
岐
阜
地
区

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
、
年
に
１
回
通
常
総
会
を
開
催

し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
の
通
常
総
会
を
10
月

７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
通
常
総
会

で
は
、
今
年
の
春
先
に
、
岩
手
県
大
船
渡
市
、

岡
山
県
岡
山
市
、
愛
媛
県
今
治
市
な
ど
、
全
国

各
地
で
大
規
模
な
林
野
火
災
が
相
次
い
で
発
生

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
林
野
火
災
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
林
野
火
災
や
気
象
災
な
ど
を
対
象
と
し

た
森
林
防
災
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
後
、
出
席

者
に
よ
る
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
師
に
招
い
た
の
は
、
国
立
研
究
開

発
法
人　

森
林
研
究
・
整
備
機
構　

森
林
総
合

研
究
所　

森
林
防
災
研
究
領
域　

主
任
研
究
員

の
玉
井
幸
治
様
で
、
玉
井
氏
か
ら
、「
林
野
火
災

対
策
と
し
て
の
森
林
管
理
の
考
え
方
」と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
燃
え
に
く
い
状
態（
林
床
可
燃
物
の
含
水
比

20
％
以
上
で
は
燃
焼
し
な
い
。）に
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
林
床
が
乾
燥
し
な
い（
＝

樹
冠
が
閉
鎖
し
て
日
射
が
林
床
に
届
き
に
く
い
）

状
態
で
あ
る
ほ
ど
、
林
野
火
災
の
発
生
リ
ス
ク

が
下
が
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
床
の
植
生
に
よ
っ
て
も
燃
え
広
が

り
方
が
違
い
、
コ
シ
ダ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
、
サ
サ
な

ど
が
茂
っ
て
い
る
林
分
で
は
火
の
勢
い
が
増
す

の
で
注
意
が
必
要
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

岡
山
県
玉
野
市
に
お
け
る
林
野
火
災
跡
地
の

復
旧
事
業
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
貯
水
機
能

を
持
っ
た
治
山
ダ
ム
を
設
置
し
、
土
砂
災
害
対

策
と
防
火
用
水
の
確
保
を
両
立
さ
せ
て
い
る
事

例
や
、
防
火
帯
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
た

め
、
舗
装
道
路
を
設
置
し
て
い
る
事
例
な
ど
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
対
策
と
し
て
、

沿
道
に
防
火
樹（
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
・
ト
ベ
ラ
・
ネ
ズ

ミ
モ
チ
・
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
）を
植
え
て
い
る
状
況

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
意
見
交
換
で
は
、　

下
呂
市
の
山
内

市
長
か
ら
は
、
下
呂
市
金
山
町
で
林
野
火
災
を

想
定
し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
た
こ
と
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
県
市
の
林
市
長
か
ら
は
、
消
防
団
に
所
属

し
て
い
た
際
、ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
を
背
負
っ

て
林
野
火
災
の
消
火
に
当
た
っ
た
経
験
を
紹
介

さ
れ
る
と
と
も
に
、
山
林
に
隣
接
し
て
い
る
集

落
周
辺
で
設
定
し
て
い
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン

は
、
林
野
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
効
果
は
認
め
ら

れ
る
の
か
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
玉
井
氏
か
ら
は
、
主
に
獣

害
対
策
と
し
て
設
置
し
て
い
る
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
は
、
林
野
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
効
果
も

意見交換の様子

玉井講師
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イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（245）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（153）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（156）

コラム

自転車通勤をしていると、ふと季節の香りを感じることがあり
ます。なかでも一番のお気に入りは、秋に桂（カツラ）の木が黄

葉したときに漂う、綿菓子のような甘い香りです。
この香りを嗅ぐと、学生時代に登山で訪れた上高地を思い出します。長

い山行を終えた河童橋の沢沿いで、下山した開放感も相まって、とても印
象的だったのを覚えています。

この香りが気になって調べてみると、桂の葉は青いうちは香らず、老化
したり乾燥すると「マルトール」という甘く温かみのある香り成分が生ま
れるのだそうです。黄葉すると香る葉は珍しいらしいのだとか。

皆さんにとって、“季節を感じる香り”はなんですか？
「森林のたより」編集委員　森林保全課　奥中 大智

1月1日
発行

1月号予定

地域の人

森林・林業関係イベントカレンダー（12～1月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

12月10日㈬～
12月12日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間　10日 学科　 8:50~17:10
　　　　　　11日 学･実  8:50~12:30
　　　　　　12日 実技　 8:30~17:10
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：24,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

10日（学科）　
11日（学･実）
ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）
12日（実技）
㈱木の国　土場（山県市椎倉203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

令和8年
1月14日㈬～
1月15日㈭

木材加工用機械作業
主任者技能講習

●講習時間：14日～15日　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,600円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

2121 MORINOTAYORI



TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（10月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（10月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

77,000

75,000

155,000

85,000

88,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ４ｍ元木、尺上良材は入札多数で活気あり、価格は保合。スギラ
ミナ向け３ｍ・４ｍ材は強含み。ヒノキ元木良材４ｍは入札旺盛で活気あ
り、価格は強含みで引き合いは強い。ヒノキ３m・４ｍ構造材の価格は強
含み。合板向けは価格は保合ながら納材は順調。製紙向けパルプ材、発
電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　針葉種は横ばいで推移。広葉樹は冬期に向けた仕入れが活発になっ
てきた。ヒメコの入荷が多少あったものの若干弱い気配。高値はナラ
2.2m×38cm@51,000円、ホウ2.2m×30cm@33,900円、ブナ
2.2ｍ×46cm＠38,300円、クリ2.1ｍ×34cm＠36,200円、ミズメ
2.2m×32cm@36,000円（飛騨）

　スギ、ヒノキともに、新材の大径良材に多数の応札があり、活気を見
せた。ヒノキは４ｍの元木・中目良材も地元工務店を中心に引き合いが
強い。３ｍ材も引き合いは強く保合で推移。３ｍ・４ｍ並材は保合で推移、
２ｍ尺上良材は堅調、一方で20cｍ以下の材は弱含み。スギは、元木・中
目良材は価格強含み保合で推移。４ｍ(24cm以上)構造材は保合、３ｍ
材も保合。６ｍ長柱向け材(16cm～20cm)は引き続き好調を維持。合
板向け材は価格保合ながら納材は順調に進んでおり、ラミナ向けもス
ギ・ヒノキともに活発な動き。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

年輪に沿って生じた割のこと。風害、凍裂・霜裂・寒裂、伐倒時の衝撃等が原
因で生じる。目回り部分を製材するとバラバラになってしまうので、製材用原
木としての価値を著しく低下させてしまう。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1891回

11月11日

11月5日

岐
阜
共
販
所

第1491回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

40,300

－

－

26,000

－

－

168,400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

19,000

60,000

29,000

31,000

42,000

－

25,000

42,000

250,000

－

－

14,200

14,200

14,900

14,800

14,000

17,200

21,800

19,500

21,300

19,500

19,200

－

14,200

14,600

13,600

21,000

20,500

19,200

－

－

12,000

12,000

－

14,000

14,200

14,400

15,000

21,500

19,800

28,000

12,000

21,700

19,800

29,000

29,500

－

第1825回

東
濃
共
販
所

木材市場

414
432
468
－

→
→
→
－

2,249

662

3,396

3,240

13,392

2,800

3,800

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。
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第13回

ぎふ優良材展

11月6日
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